
2022.6

海外からのお客様をトイレでおもてなし

日本のトイレの使い方等をご紹介

トイレでの節水、節約、CO2 削減、省エネ、

リフォームなどの情報を発信

https://www.sanitary-net.com/association/

本部

〒461-0002　愛知県名古屋市東区代官町 39-18 日本陶磁器センタービル 2Ｆ

TEL: 052-935-7944 　FAX: 052-935-4072

東京事務所

〒162-0843　東京都新宿区市谷田町 2-29 こくほ21 5F

TEL: 03-5206-5493 　FAX: 03-5206-5492

ト
イ
レ
か
ら

は
じ
ま
る

明
る
い
暮
ら
し

https://www.sanitary-net.com/

https://www.sanitary-net.com/utsukushitoilet/

検索トイレナビ

日本レストルーム工業会のご紹介



　 会長挨拶

一般社団法人 日本レストルーム工業会は、 2015年4月、 「一般社団法人 日本衛生設備機器工業会」 と 「一般社団法人温水

洗浄便座工業会」 が合併した衛生陶器や温水洗浄便座など、 トイレに関する製造メーカーを会員とする団体です。 日本のトイ

レは先進性、 快適性、 衛生性において非常に高いレベルにあり、 世界に誇れるトイレ文化といえます。 昨今は新型コロナウ

イルスの影響で訪日される外国人の方が一時的に減少していますが、 収束した際には、 再び多くの外国人の方が日本を訪れ、

宿泊先や観光地など様々な場所で日本の素晴らしいトイレを体感する機会が増えていくことでしょう。 このような中、 日本レスト

ルーム工業会では、 国内の需要喚起やレストルーム空間の質の向上、 「安心 ・ 安全」 「省エネ ・ 節水」 を推進するとともに、

日本が誇る清潔で快適なトイレ文化を世界中の人たちに発信し、 おもてなしの一環として貢献することにも取り組んでいます。

また、 国内はもとより国際的な技術課題や規格化などにも積極的に取り組んでまいります。 喫緊の課題である気候変動問題

に対しては、 経団連のカーボンニュートラル行動計画のもと、 一層の CO2 削減に努める所存です。 当工業会に課された使命

や役割を認識し、 会員各社はじめ、 関係省庁・関係団体の皆様と連携しながら、 レストルーム業界の持続的な発展を通じて、

世界中の方たちの生活文化向上に貢献してまいります。 より一層のご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

2022年6月

一般社団法人　日本レストルーム工業会

会長　清田　徳明

株式会社アイシン （https://www.aisin.com/jp/）

アサヒ衛陶株式会社 （https://www.asahieito.co.jp/）

SANEI 株式会社 （https://www.sanei.ltd）

ジャニス工業株式会社 （https://www.janis-kogyo.co.jp/）

東芝ライフスタイル株式会社 （https://www.toshiba-lifestyle.com/jp/）

TOTO 株式会社 （https://jp.toto.com/）

パナソニックホールディングス株式会社

　/ くらしアプライアンス社 （https://www.panasonic.com/jp/home.html）

　/ パナソニックハウジングソリューションズ株式会社

　/ くらしアプライアンス社 （https://panasonic.co.jp/phs/）

　/ くらしアプライアンス社 （https://panasonic.jp/toilet/）

株式会社 LIXIL （https://www.lixil.co.jp/）

〈旧衛工会の歩み〉

1948（昭和 23）年 日本衛生陶器工業協会が設立

1964（昭和 39）年 日本衛生陶器工業組合に移行

1985（昭和 60）年 日本衛生設備機器工業会に移行

2012（平成 24）年 一般社団法人 日本衛生設備機器工業会に移行

〈旧温洗工の歩み〉

2001（平成 13）年 温水洗浄便座協議会が設立

2012（平成 24）年 一般社団法人 温水洗浄便座工業会に移行

〈両団体の合併〉

2015（平成 27）年 一般社団法人 日本レストルーム工業会が発足

　 沿革 　 会員一覧

　 ビジョン

業界が持続的に成長し高品質で安全安心な製品を提供し続けることに

よってお客様とのさらなる良好な関係を築いてまいります。

　 事業概要

（1） 衛生設備機器の生産、 流通、 消費及び貿易の振興に関する対策

の確立及びその推進

（2） 衛生設備機器の普及及び各種啓発に関する諸対策の推進

（3） 衛生設備機器に関する各種規格、 基準等の策定及び関連事業の

推進

（4） 衛生設備機器の維持管理に関する調査 ・ 研究及び関連事業の

推進

（5） 衛生設備機器の環境に関する調査 ・ 研究及び関連事業の推進

（6） 衛生設備機器の製品安全に関する調査 ・ 研究及び関連事業の

推進

（7） 衛生設備機器に関する関係官庁、 関係機関等に対する意見具申

及び答申

（8） 前各号に掲げるもののほか、 当法人の目的を達成するために

必要な事業

そのために、

１．＜安全 ・ 安心＞

製品の安全性をさらに向上させ、 適切な使用方法を広めます。

２．＜環境貢献＞

地球温暖化をはじめとする環境問題解決のため、 地球にやさしいモノ

づくりを目指します。

３．＜国際貢献＞

製品の国際標準化を進め、 海外でのさらなる普及を図ります。

レストルーム業界の持続的な発展を通じて、 世界中の

人たちの生活文化向上に貢献します。

世界中の人たちに、 安全で使いやすく環境にやさしい

快適なレストルーム空間を提供します。
ビジョン
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デザイン委員会

衛生器具技術委員会

衛生器具標準化委員会

衛生器具環境委員会

広報委員会

トイレおもてなし委員会

技能実習制度
推進委員会

【衛生器具関連委員会】

温水洗浄便座
技術委員会

温水洗浄便座
標準化委員会

温水洗浄便座
環境委員会

温水洗浄便座
製品安全委員会

【温水洗浄便座関連委員会】

総会

理事会

　 委員会活動　 組織

役名 氏名 会社名 役職

会長 清田　徳明 TOTO株式会社 代表取締役　社長執行役員

副会長 水谷　優孝 株式会社LIXIL
常務役員

LIXIL Water Technology Japan トイレ空間事業部 事業部長

理事 冨本　和伸 ジャニス工業株式会社 代表取締役社長

専務理事 福浦つゞる 一般社団法人　日本レストルーム工業会　

理事 石橋　孝広 アサヒ衛陶株式会社
常務執行役員　事業総括本部長　
（兼）営業部長　（兼）新規事業開発部長

副会長 山田　昌司
パナソニック
ハウジングソリューションズ株式会社 代表取締役　社長執行役員

理事 嶋崎　亨 株式会社アイシン
エナジーソリューションカンパニー
バイスプレジデント

監事 西岡　利明 SANEI株式会社 代表取締役社長

監事 鈴木　新吾 東芝ライフスタイル株式会社 リビングソリューション事業部　事業部長

役員
（2022年6月時点）

※会社名五十音順

製品安全委員会

運営委員会 理事会の委嘱を受け、専門委員会の上位組
織として工業会の統括運営を行う。

広報委員会 工業会活動の効果的な対外発信、並びに工
業会内の情報共有を行う。

ユニバーサル
デザイン委員会

ユニバーサルデザインに関する課題への
対応と推進、国内規格、並びに国際規格に
関する標準化活動を行う。

トイレおもてなし
委員会

訪日外国人等に対するトイレでのおもて
なし企画とその推進を行うとともに、温水
洗浄便座の認知と利用機会の拡大を行う。

技能実習制度推進
委員会

技能実習制度への衛生陶器製造作業の追
加に向けた方針策定と推進を行う。

具
器
生
衛

衛生器具
技術委員会

衛生器具の技術的課題、並びに安全面の課
題に関する対応と推進を行う。

衛生器具
標準化委員会

衛生器具の国内規格、並びに国際規格に関
する標準化活動を行う。

衛生器具
環境委員会

衛生器具の環境に対する課題への対応と
推進を行う。
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温水洗浄便座
技術委員会

温水洗浄便座の技術的な課題に関する対
応と推進を行う。

温水洗浄便座
標準化委員会

温水洗浄便座の国内規格、並びに国際規格
に関する標準化活動を行う。

温水洗浄便座
環境委員会

温水洗浄便座の省エネ化施策の企画・推
進、並びに環境に関する課題への対応と推
進を行う。

温水洗浄便座
製品安全委員会

温水洗浄便座の製品事故情報の取集・分
析・公開、並びに事故防止のための安全啓
発を行う。




